
●平成２２年度の基本方針

●歳入確保への取組み 単位：千円 ●歳出削減への取組み 単位：千円

●平成２２年度の主な取組み
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●行政評価結果への対応状況
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●予算要求の状況

　はだの水道ビジョンの将来像「おいしい秦野の水をいつまでも」の実現のため、キーワードである「安心」、「安定」、「持続」の

ＳＳＣ（セーフティ、スタビリティ、コンティニュー）を基本に、安全な水道水の供給に努めます。

  なお、一昨年秋以降の経済不況の嵐は、本市にも水需要の低迷となって吹き荒れました。その動向を直視した結果、新年度

の収益的収支予算は、本市で初めて、支出が収入を上回る、大変厳しい編成を余儀なくされました。

　新年度では、こうした経営環境から脱却すべく将来を見据えた健全で効率的な事業運営への施策とともに、耐震化や老朽化

対策など、SSCにつながる施設整備を、計画的に進めます。

　水の安定供給のため、２か年継続事業として内久根配水池増築工事（第４次拡張事業）に着手するとともに、菩提取水場

の整備や金井場配水場内のボーリング調査を行い、水源確保に努めます。

　漏水や赤水発生の原因となる老朽管の更新と耐震化を図るため、配水管改良事業を着実に推進します。

　持続可能な健全経営に向け、施設整備や財政の将来計画を新総合計画に合わせて策定するとともに、適正な料金体系

への見直しを図ります。

　「おいしい秦野の水」の販路拡大に努め、本市のＰＲと災害時の備蓄を促進します。
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公用車の廃止
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開閉栓受付事務等対応型無人電話事業費
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効果額 効果額取　組　内　容
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計 23,992
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47.2%　　水道施設課

 Ａ（概ね適切、継続して実施）

おいしい秦野の水販売代

検針業務委託費

△ 4,177計

△ 1,199無人電話事業費の廃止

ＩＳＯ14001推進経費の見直し

経理事務費の節減

△ 153

△ 675

△ 150

部等名 水道局

基本方針、主な取組及び予算要求の状況

３３３３条予算条予算条予算条予算

　　水道業務課

査定後の額 増減額
当初予算額

2,509,8352,509,8352,509,8352,509,835 2,484,5392,484,5392,484,5392,484,539

1,460,312

課　等　名

　　水道施設課

４４４４条予算条予算条予算条予算

　　水道業務課

主な「歳入確保」及び「歳出削減」、行政評価への取組み

効　果　額　（計）

6,506

7,812

固定資産売却代金

取　組　内　容

固定資産売却益

削減
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№ 事　業　名 予算や取組みへの反映状況担当課等

水道業務課 徴収事務費

行政評価結果

様 式 様 式 様 式 様 式 ＡＡＡＡ年年年年　　　　度度度度　　　　主主主主　　　　要要要要　　　　施施施施　　　　策策策策　　　　説説説説　　　　明明明明　　　　書書書書

前年度より 28282828,,,,169169169169千円千円千円千円

 Ａ（概ね適切、継続して実施）

 Ｂ（改善・見直しの上実施）

平平平平　　　　成成成成　　　　 22222222

1.4% 1,034,623

22年度予算

うち一般財源額

△2.7%

△3.0%
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21年度予算

2,457,8352,457,8352,457,8352,457,835 △ 26,704△ 26,704△ 26,704△ 26,704 △1.1%△1.1%△1.1%△1.1%

4.5%4.5%4.5%4.5%

1,049,523 14,900

3,343,4873,343,4873,343,4873,343,487

備　　考

査　定　時　使　用　欄

増減額

対前年度予算
うち一般財源

対前年度予算

増減額 増減率

　水道創設１２０年に当たり、後世に先人の偉業を伝えるため、貴重な歴史遺産である旧曽屋配水場の県文化財指定を目

指します。

1,449,916

21

水道施設除草委託の見直し

資料　２
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●主な事業の概要

【 】

【 】

【 】

【 】

【 】

【 】

一般財源

事　　業　　概　　要

水道業務課
-

水道事業のＰＲと災害対策としてのボトルドウオーター製造販売につい
て、販売促進を図る。
　　ボトルドウオーター　　　120,000本製造　　販売広告宣伝の強化

(3,591) (840) (2,751)

8,964 8,964

全　　体

地方債 その他特財

431,000

200,000

6 継続 －
おいしい秦野の水販売促
進事業費

(199,550)

5 継続

Ａ
（概ね適切、
継続して実

施）

徴収事務費

200,000

新年度要求額
№ 区分

行政評価
結果

担当課
（関連部課）

事　　業　　費　　（千円）　※下段の（　　）内は前年度予算額

【事業年度】 国庫・県費

事　業　名　等

(15,000)

水道料金の適正な算定・課金業務及び徴収業務を行う。特に、顧客
サービスの質の向上を図り、事務の効率化を進める。

(24,835)

25,047

水道水の安定供給のため、第４次拡張整備事業として、内久根配水池
の増築工事を実施する。
　　　　　　配水池容量　　2,250㎥

水道業務課
-

25,047

(24,835)

42,500

経年劣化した水道施設の機器や設備を計画的に更新し、また、時代に
合った効率的な設備に改善することにより、安全で安定した水道水の供
給を図る。
　取水場整備　　1箇所、水源調査　１箇所、
　浄水場・配水場設備更新　4箇所、　配水場整備　2箇所、(75,000) (124,550)

184,900
4 継続 － 施設整備事業費 水道施設課

950,354

227,400

18～22

水量・水圧不足地域の解消及び供給管の漏水多発地区の改善を目的
として、配水管網の整備拡充を図る。

　　　管種　ダグタイル鋳鉄管口径75～200㎜ＮＳ形
　　　工事延長　１，３４９ｍ、(40,000) (90,118)

37,500 73,086
水道施設課

498,189

110,586

18～22 (130,118)

3 継続 － 配水管拡張事業費

漏水や赤水の発生の原因となる老朽管や経年管を、より耐震性のあ
るＮＳ管に布設替えし、水道水の安定供給を図る。
　　　管種　ステンレス鋼鉄管口径150㎜、
　　　　　　　ダグタイル鋳鉄管口径75～200㎜ＮＳ形
　　　工事延長　１，１４７ｍ、18～22 (84,593) (30,000) (15,600) (38,993)

80,000 36,237
2 重要 － 配水管改良事業費 水道施設課

420,772

116,237

(26,000)

1 重要 － 内久根配水池増築事業費 水道施設課

22・23 (41,000)
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